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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL） 

艱難時代の目的その 3―イスラエルの完全回復 

 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。このシリーズでは終末預言の解説をしています。 

終末預言のクライマックスは、なんと言っても艱難時代。7年間続きます。正確には 2520日です。 

ユダヤ暦での7年間なので 360×7＝2520。2520日を迎えることによって、それ以前と以後の世界が激

変します。 

艱難時代には 3 つの目的があるということでお話して来ましたが、今日は第 3 番目の理由について、復

習を兼ねて、なぜ艱難時代が許されているのかをご紹介しましょう。 

 

第 1 番目の目的）悪とその勢力がこの世界に居座っている。それを一掃すること。 

第2番目の目的）人類史上最も厳しい時代に、最もたくさんの人々が、最も短い期間に、イエス･キリスト

を信じて神に立ち返るため。7 年間はその猶予期間。 

 

今日は第 3 番目。イスラエルがイエスを民族的スケールでメシアとして受け入れるために、どうしても

通らなければならない期間。 

ユダヤ人がイエス･キリストを受け入れることは、全人類が大きな影響を受けるんですね。 

それが引き金となって、キリストがまた地上に下りてくる地上再臨が起こるからです。 

 

十数年前、私はベトナムに行って、軍の射撃訓練場の見学をしました。すると、ベトナム軍が玉 1 発に

付き1ドルで撃たしてやると言うんです。その銃は悪名高きカラシニコフ。AK47。 

共産軍がほとんどこれを使いました。そして、テロリストが愛用しているマシンガン。とにかく作りが単

純なので故障しない。しかも殺傷能力が凄まじい。これを 1 発 1 ドルで撃たしてやると言うんですよ。

社会主義市場経済がベトナムの軍の内部にまで浸透しているのかと驚いたんですが、撃たしてもらいま

した。 

 

ところが、十数メートル離れた的に向かって構えて、連射モードじゃなくて単発モードで撃つのですが、

引き金を指でトントンとタッチしただけでは弾が出ない。「出ないじゃないか！」と文句言ったら、キュ

ッと引いてくれと。そして耳元で、「弾丸は、引き金を引かないと飛び出さないんだ」みたいなこと言っ

てるんです。 

これね、今考えたら すごく意味深い言葉だなと思いました。確かにキュッと引いたらバーン！飛び出し

たんです。弾丸が飛び出すためには、引き金を引くという行為が必要だったんですね。 

 

キリストの地上再臨にもトリガーがあるんですね。ある引き金が引かれると、キリストの地上再臨が起

こるのです。そのトリガー／引き金を引くこととは何か？ イスラエルが民族的スケールでメシアを受け

入れることです。それについて明言している箇所を 1箇所お読みしましょう。 

 

イエス･キリストが十字架に掛かる直前に、ユダヤ人指導者たちを指して語った言葉です。 

マタイの福音書 23 章 39 節 

わたしはおまえたち（ユダヤ教指導者たち）に言う。今から後、『祝福あれ、主の御名によって来られる

方に』とおまえたちが言う時が来るまで、決しておまえたちがわたしを見ることはない。 
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「祝福あれ、主の御名によって来られる方に」は、ヘブル語で「バルハバー ベシェム アドナイ」。 

これは詩篇 118 篇 26 節の言葉で、メシアを歓迎する時の言葉、メシアに対する信仰告白の言葉です。 

 

ユダヤ人たちが「祝福あれ、主の御名によって来られる方に」という信仰告白をイエス･キリストに向か

って言う時まで、ユダヤ人たちは決してイエスを見ることはない。 

逆に言うと、ユダヤ人たちがそのような信仰告白をするならば、彼らは肉眼でイエスを見ることになる。 

つまり、地上再臨が起こると言っているのです。 

 

しかし、その信仰告白を彼らが持つためには、イエスに対する頑なな思いや考えが粉砕される必要があ

るんですねぇ。そのために、どうしてもくぐらなければならない期間が艱難時代なのです。 

 

ユダヤ人たちがイエスを拒否する／メシアとして信じない理由はいくつかあります。 

●イエスの名によって酷い目に遭って来た。これは異邦人クリスチャンの責任が大きいと思います。 

ユダヤ人を迫害した者たちの中には、自称クリスチャンが多かったんです。 

迫害しているクリスチャンたちを庇ったのもクリスチャンで、イエスの名で迫害したという事実があり

ますよ。 

 

●イエスはユダヤ人のメシアだということをパーフェクトに証明している書物があります。新約聖書です。 

新約聖書はユダヤ人には封じられた書物で、呪われた本ということで、読むことが禁じられています。 

ユダヤ教ラビは読むことを勧めていません。 

 

●終末時代になればなるほど、イスラエルは空前絶後の大繁栄を享受することになると預言されていて、

イエスを信じなくても不都合は何にも起こりません。イエスを信じない状態で大いに成功するのです。 

 

聖書を見ると、最も不幸な人とは、神から離れているにもかかわらず、やることなすこと全て上手くいく

人です。神から離れて、神に反逆していても、人生全て上手く行って成功したらどうなりますか？ 

神に立ち返らなければならないという動機付けが、一切出て来ないのではありませんか？ 

戻らなくなるんじゃないですか？  

 

イスラエルはメシアを拒否した状態のままで、建国以来空前絶後の大繁栄を受けることによって、ます

ますイエスに関心を持たず、自分たちが今まで来た道のりは正しいと確信するんですね。 

しかし、そうやって絶好調で突入した艱難時代、特に後半 3 年半に、イスラエルは未だかつてないほど

の大苦難を通るのです。 

 

大苦難を通る目的については、旧約聖書のダニエル書 12 章に書いてあります。 

1.その時、あなたの国の人々を守る大いなる君（きみ）ミカエルが立ち上がる。 

国が始まって以来その時まで、かつてなかったほどの苦難の時が来る。 

しかしその時、あなたの民で、あの書に記されている者はみな救われる。 

 

ミカエルが立ち上がる。なぜミカエルが立ち上がるのか？ あなたの国（イスラエル）の人々を守るため。 

イスラエルは、ミカエルが立ち上がらないと全滅するような大変な目に遭う時代にやがて入るんですね。 

国が始まって以来その時まで、かつてなかったほどの苦難の時が来る。これが艱難時代後半3年半。 

 

その 3年半を通過する目的は、しかしその時、あなたの民で、あの書に記されている者はみな救われる。 
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今までの自分たちのやり方が全く通用しない状況に入った時、その苦難の中で、「なぜ我々はこんなに酷

い目に遭う羽目になったのか？ どこから間違ったのか？ どこからずれてしまったのか？」 

艱難時代後半3年半の苦難のピークの中で、彼らはイエスにこそ答えがあると知るのです。 

 

7.すると私は、川の水の上にいる、あの亜麻布（あまぬの）の衣を着た人が語るのを聞いた。 

彼はその右手と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる方にかけて誓った。 

「それは、一時と二時と半時（3年半）である。聖なる民の力を打ち砕くことが終わるとき、これらすべ

てのことが成就する。」 

 

聖なる民とは罪の無い民という意味ではなく、神によって区別された民という意味なんですね。 

全ての民族の中で、ユダヤ民族は区別された民族でした。なので、聖なる民はユダヤ人のことです。 

 

聖なる民の力とはユダヤ人の自己義認の心。メシアの力を借りなくても、メシアの贖いを受け取らなく

ても十分やっていける。神の国に入ることができる。 

ユダヤ教では、ユダヤ人はユダヤ人として生まれたというその一点で、無条件に天国に入れると教えて

います。しかし、そうではありません。 

「わたしを通してでなければ、誰も父のもとに行くことはできない」とイエス･キリストは言われました。 

直接的には誰に向かって言われたのか。異邦人？ いいえ。ユダヤ人の弟子たちに言われたのです。 

 

これらすべてのことが成就する。終末預言の全部が成就する。 

終末時代は、ユダヤ人の心が砕かれてメシアを受け入れた時に終わります。艱難時代は終わります。 

艱難時代を終わらせるために、キリストの地上再臨があるからだと語っているんですね。 

 

これからの終末預言シリーズ、ユダヤ民族がくぐっていく苦難は具体的にどのようなものか、をご一緒

に考えたいと思います。よろしければ、またお付き合いください。 

 

今日はね、ちょっと早口になってしまいましたが勘弁してください。 

もう少し落ち着いてお話しできるように努めてまいりたいと思います。 

そして、よろしければチャンネル登録もお願いします。ではまた このチャンネルでお目にかかりましょう。

さよなら！ 

 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


